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平成 28 年度上半期 

～熊本地震のなか

【 概要 】 

 

 

 九州（山口県下関市を含む

隻・高速船６隻）の平成２8

5４万１千人で、２年連続の

 ４月に発生した熊本地震の

方、対馬航路ではその影響

MERS の影響で大きく落ち

 

 

国籍別 
 韓国人利用者は、熊本地震

りました。 

 日本人利用者は、昨年

込んだ前年同期と比べ

 

航路別 
 博多～釜山航路は韓国人利用者

減少の１９万 1 千人となりました

 対馬～釜山航路は前年

平成１１年度以降最高

多航路の輸送人員を上回

 下関～釜山航路は前年同期

 
 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 

九州運輸局 海事振興部 旅客課

TEL；092-472-315５ FAX

 

  

旅客輸送人員５４万
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国土交通省九州運輸局

                                                平成２

 
 

 日韓旅客定期航路の旅客輸送実績

のなか利用者微増。対馬航路が下支

む）と韓国釜山を結ぶ旅客定期航路（６社

8 年度上半期の旅客輸送実績は、前年同期

の増加となりました。 

の影響で、博多航路と下関航路では韓国人利用者

影響も見られず韓国人の利用が大きく伸びたこと

ち込んだ日本人の利用が回復したことが後押

熊本地震の影響により前年同期比 1.7％減少

昨年 5 月に韓国で発生した MERS の影響により

べ、22.9％増加の 7 万３千人となりました

韓国人利用者が大きく落ち込んだ影響により

となりました。 

前年同期比 14.3％増加の 27 万３千人となり

最高の実績（上半期ベース）を記録するとともに

上回りました。 

前年同期比 0.3％減少の 7.8 万人となりました

旅客課 中島、青柳 

FAX：092-472-3３０１ 

運輸と観光

旅客輸送人員５４万１千人（前年度比１．０％増加）

九州運輸局 

２8 年１２月１日 

旅客輸送実績について 

下支え～  

社３区間、フェリー３

前年同期と比べ 1.0％増加の

韓国人利用者が減少した一

びたこと、また前年度

後押しとなりました。 

減少の 4５万９千人とな

により大きく実績が落ち

ました。 

により、前年同期比 13.0％

なり、統計データのある

するとともに、２年連続で博

なりました。 

観光で九州の元気を創ります 

 

（前年度比１．０％増加） 
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国土交通省九州運輸局 

【 平成２8 年度 上半期 日韓旅客定期航路の輸送実績 】 

①  国籍別 

 

 

 

 

 

 

② 航路別 

 

 

 

 
 

 

③ 航路別・国籍別 

 

  

国 籍 輸 送 人 員 前年度比 増減数 

韓国人 ４５万８,７５９人 △1.7％ △７,８８２人 

日本人 ７万３,１０４人 22.9％  １万３,６３０人 

その他 ９,３８８人  △3.1％    △３０４人 

合 計 ５４万１,２５１人  1.0％  ５,４４４人 

航路名 輸 送 人 員 前年度比 増減数 

博多～釜山 １９万０,６７４人  △13.0％ △２万８,４０７人 

対馬～釜山 ２７万２,８８４人 14.3％ ３万４,０７７人 

下関～釜山  ７万７,６９３人  △0.3％  △２２６人 

合 計 ５４万１,２５１人  1.0％  ５,４４４人 

航路名 国 籍 輸 送 人 員 前年度比 増減数 

博多～釜山 

韓国人 １２万５,０６４人 △ 23.0％ △ ３万７,３７１人 

日本人 ５万８,９２４人 18.1％ ９,０３９人 

その他 ６,６８６人 △ 1.1％ △ ７５人 

対馬～釜山 

韓国人 ２６万８,６２０人 14.2％ ３万３,４５０人 

日本人 ２,１２３人 50.7％ ７１４人 

その他 ２,１４１人 △ 3.9％ △ ８７人 

下関～釜山 

韓国人 ６万５,０７５人 △ 5.7％   △ ３,９６１人 

日本人 １万２,０５７人 47.4％ ３,８７７人 

その他 ５６１人 △ 20.2％ △ １４２人 

合 計  ５４万１,２５１人  1.0％  ５,４４４人 
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国土交通省九州運輸局 

・図 1 年度（上半期）別 日韓旅客定期航路の輸送実績（国籍別） 

 

 

図 2 年度（上半期）別 日韓旅客定期航路の輸送実績（航路別） 
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セウォル号事

東日本大震災 
新型インフル流行 

リーマンショック 円安ウォン高、領土問題 

年度 

MERS発生 

※各年 4～9 月の実績 

※各年 4～9 月の実績 

H23 秋 対馬航路ビートル・コビー就航 

熊本地震 
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 ○航路図 

 

○運航事業者概要 

 

平成28年9月30日現在

番号 航  　　　 路 航路距離 所要時間 運航事業者 航路開設 船 名 船種 総ﾄﾝ数 旅客定員

 5:30   カメリアライン㈱ H 2.12  ニューかめりあ ﾌｪﾘｰ *19,961 522

 ビートル ＪＦ 164 200

 ビートル二世 ＪＦ 164 200

 ビートル三世 ＪＦ 162 200

  KOBEE ＪＦ *306 200

  KOBEEⅤ ＪＦ *259 200

*ビートル ＪＦ 164 200

*ビートル二世 ＪＦ 164 200

*ビートル三世 ＪＦ 162 200

* KOBEE ＪＦ *306 200

* KOBEEⅤ ＪＦ *259 200

  関釜フェリー㈱ S45. 6  はまゆう ﾌｪﾘｰ *16,187 460

*釜関フェリー㈱ S58. 5  星希（ｽﾝﾋ） ﾌｪﾘｰ *16,875 562

※１　運航事業者に「*」が付されているものは、外国船社 ※４　総トン数欄の 「＊」は国際総トン数を表示
※２　船名に「*」が付されているものは、再掲
※３　船種の「ＪＦ」は、ジェットフォイル

 OCEAN FLOWER 高速船
比 1:10
厳 2:10

*㈱大亜高速海運 445*668

H14. 2

H23.10

H23.11

H12. 4

③

①

②

下 関 ～ 釜 山

博 多 ～ 釜 山

H 3. 3  JR九州高速船㈱

*未来高速㈱

  JR九州高速船㈱

*未来高速㈱対 馬 ～ 釜 山

228km 13:30

 2:55
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岐 

大亜高速 

ＪＲ九州･未来高速

関釜･釜関フェリー

未来高速

カメリアライン

釜山 

JR 九州 

至


